
石
川
県
連
秋
の
講
演
会
ひ
ら
く
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〔
作
文
の
部
〕

《
小
学
校
》

▽
特
賞　

五
十
嵐
ゆ
き
な（
野
々
市
市

野
々
市
６
年
）▽
入
賞　

久
保
若
菜（
同

御
園
６
年
）、 

赤
星
遙
香（
同
富
陽
５

年
）▽
佳
作　

西
井
真
琴（
同
御
園
６

年
）、 

美
濃
部
奈
々
子（
同
富
陽
５
年
）

《
中
学
校
》

▽
特
賞　

川
浦
萌
那（
野
々
市
市
野
々

市
３
年
）▽
入
賞　

日
裏
あ
ず
さ（
同
布

水
３
年
）、 

青
見
夢
乃（
同
３
年
）

▽
佳
作　

佐
野
琴
音
（
同
野
々
市
３

年
）
、 

山
田
直
暉
（
同
）
、 

堂
口
拓
人

（
同
）、 

青
山
一
葉（
同
布
水
３
年
）、 

亀

谷
健
太（
同
）

　
〔
ポ
ス
タ
ー
の
部
〕

《
小
学
校
》

▽
特
賞　

岩
田
夏
歩（
金
沢
市
泉
野
５

年
）▽
入
賞　

河
端
水
祐（
同
４
年
）、 

前
田
珠
奈（
同
６
年
）、 

建
部
粋
音（
同

小
坂
４
年
）、 

中
島
大
翔（
同
千
坂
２

年
）▽
佳
作　

辻
萌
生（
同
浅
野
町
６

年
）、 

江
端
春
翔（
同
押
野
１
年
）、 

細

谷
明
星（
同
泉
野
６
年
）

《
中
学
校
》

▽
特
賞　

な
し
▽
入
賞　

中
西
陽
香

（
野
々
市
市
野
々
市
３
年
）、 

林
小
麦

（
同
３
年
）▽
佳
作　

小
山
真
奈（
同
１

年
）、 

佐
藤
歩
希（
同
２
年
）、 

山
崎
葵

唯（
同
３
年
）

秀
作
品
は
11
月
８
日
か
ら
14
日
ま

で
香
林
坊
ア
ト
リ
オ
２
階
で
展
示

さ
れ
、
ま
た
県
内
の
優
秀
作
品
は

全
国
大
会
に
も
出
品
さ
れ
た
。
石

川
県
大
会
の
入
選
者
は
次
の
み
な

さ
ん
。

　

講
演
会
は
世
界
連
邦
運
動
協
会

常
務
理
事
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
世
界
連

邦
21
世
紀
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
の
木

戸
寛
孝
氏
が
「
”震
災
復
興
“
か
ら

見
え
て
く
る
未
来
〜
世
界
連
邦
へ

の
道
〜
」
と
題
し
て
話
し
た
。
木

戸
氏
は
「
世
界
は
今
や
国
家
を
超

え
た
難
問
が
多
発
し
、
戦
争
で
は

解
決
が
つ
か
な
い
時
代
に
入
っ
て

い
る
。
国
家
の
安
全
保
障
か
ら
人

間
の
安
全
保
障
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
）
を
軸
と
し
た
世

界
観
が
必
要
で
あ
る
。
世
界
連
邦

運
動
こ
そ
究
極
の
平
和
運
動
。
若

い
世
代
が
22
世
紀
に
向
け
て
、
こ

の
運
動
を
推
進
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
熱
っ
ぽ
く
説
い
た

（
要
旨
は
１
面
に
）。

　

世
界
連
邦
運
動
協
会
石
川
県
連

合
会
の
２
０
１
２
年
（
平
成
24

年
）
秋
の
講
演
会
（
北
國
新
聞

社
、
北
陸
放
送
、
テ
レ
ビ
金
沢
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
金
沢
放
送
局
、
世
界
連
邦

宣
言
自
治
体
石
川
県
協
議
会
後

援
）
は
、
11
月
10
日
金
沢
市
香
林

坊
の
金
沢
エ
ク
セ
ル
ホ
テ
ル
東
急

で
会
員
や
一
般
市
民
ら
85
人
が
出

席
し
て
開
か
れ
た
。

　

杉
山
栄
太
郎
会
長
が
開
会
挨
拶

を
述
べ
た
あ
と
、
講
演
に
先
立
っ

て
夏
休
み
中
を
中
心
に
募
集
し
た

第
41
回
世
界
連
邦
推
進
全
国
小
・

中
学
生
ポ
ス
タ
ー
・
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
の
石
川
県
内
優
秀
作
品
表

彰
式
が
行
わ
れ
た
。
優
秀
作
品
は

ポ
ス
タ
ー
の
部
が
小
中
学
生
合
わ

せ
て
13
点
、
作
文
の
部
は
同
13
点

の
計
26
点
で
、
杉
山
会
長
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
賞
状
な
ど
が
手
渡
さ
れ
た

＝
写
真
。
ポ
ス
タ
ー
、
作
文
の
優

◎
世
連
石
川
県
連
合
会
の
ウ
ェ
ブ

　

サ
イ
ト
「
石
川
Ｗ
Ｆ
Ｍ
情
報
」

　

ア
ド
レ
ス
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　

賛
助
会
員
・
維
持
会
員
の
関
係

す
る
サ
イ
ト
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

掲
載
を
希
望
な
さ
る
方
は
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
平
口
理
事
長
（
左
記
ア
ド

レ
ス
）
宛
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
会
員
に
Ｅ
メ
ー
ル
で
も

情
報
を
提
供
い
た
し
ま
す
の
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
ご
利
用
の
会

員
は
、
右
記
ア
ド
レ
ス
宛
に
ご
自

分
の
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

寒
中
お
見
舞
い

　
　

申
し
上
げ
ま
す

千
坂
福
祉
協
会

理
事
長　

島

村
　

隆

金
沢
市
疋
田
町
ハ
三
〇
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
七
六

－

二
五
八

－

一
三
二
一

千

坂

保

育

園

山

王

保

育

園

か

み

や

ち

保

育

園

か
み
や
ち
児
童
ク
ラ
ブ

寒
中
お
見
舞
い

　
　

申
し
上
げ
ま
す

マ
ツ
バ
ラ
株
式
会
社

パ
ッ
ケ
ー
ジ
・
製
函

代
表
取
締
役　

松
原

靖
之

本　
　

社

金
沢
市
小
坂
町
北
一
四
六

－

二

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

〇
七
六

－

二
五
二

－

七
九
七
一

安
原
工
場

金
沢
市
福
増
北
二
八
九

－

七

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

〇
七
六

－

二
四
九

－

〇
四
五
〇

第
一
歩
と
し
て
、
私
た
ち
は
諮
問

的
役
割
を
担
う
国
連
議
員
総
会
の

設
立
を
提
案
し
ま
す
。
こ
の
新
し

い
機
構
は
、
国
連
憲
章
を
修
正
す

る
こ
と
な
く
、
国
連
、
関
連
諸
機

関
、
各
国
政
府
・
議
会
、
そ
し
て

市
民
社
会
間
の
連
携
を
実
現
す
る

重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
皆

さ
ん
も
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
け
た

ら
、
ご
署
名
の
上
、
地
元
選
出
の

国
会
議
員
の
方
に
呼
び
か
け
て
く

だ
さ
い
。

▽
国
連
議
員
総
会
設
立
へ
の　

　
　
　
賛
同
呼
び
か
け
に
つ
い
て

　

国
連
安
全
保
障
理
事
会
は
常
任

理
事
国
が
拒
否
権
を
持
っ
て
お
り
、

国
連
を
ど
う
民
主
化
す
る
か
が
長

年
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
国

連
議
員
総
会
設
立
運
動
は
国
連
を

民
主
化
す
る
上
で
、
各
国
で
働
き

か
け
や
す
い
運
動
だ
と
言
え
ま
す
。

▽
国
際
連
帯
税
に
つ
い
て

　

国
際
的
な
取
り
引
き
に
関
す
る

課
税
に
つ
い
て
は
、
国
際
的
な
租

税
回
避
の
防
止
、
投
資
交
流
の
促

進
等
の
観
点
か
ら
必
要
に
応
じ
て

見
直
す
と
と
も
に
、
国
際
連
帯
税

に
つ
い
て
は
国
際
的
な
取
り
組
み

の
進
展
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
検

討
す
る
こ
と
。

助
会
員
は
１
万
５
千
円
。
会
費
納
入

は
郵
便
振
替
で
口
座
番
号
０
０
７
２

０‐

９‐

１
６
１
６
、
口
座
名
義
は

世
界
連
邦
運
動
協
会
金
沢
支
部
。
事

務
局
は
〒
９
２
０‐

０
０
０
４
金
沢

市
疋
田
町
ハ
３
０
２
、
千
坂
保
育
園

内
、
世
連
金
沢
支
部
事
務
局
長
、
金

子
嘉
久
。

　

世
界
連
邦
運
動
は
、
第
二
次
世
界

大
戦
直
後
、
原
爆
の
犠
牲
を
教
訓
に

二
度
と
戦
争
を
起
こ
す
ま
い
、
平
和

の
仕
組
み
を
創
ろ
う
と
世
界
中
に
沸

き
起
こ
っ
た
声
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

世
界
連
邦
運
動
に
参
加
し
よ
う
！

　

世
界
連
邦
運
動
協
会
金
沢
支
部
は
、

石
川
県
内
全
域
か
ら
２
０
１
３
年
度

の
新
規
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

協
会
の
目
的
に
賛
同
し
、
そ
の
事
業

に
協
力
す
る
方
は
誰
で
も
会
員
に
な

れ
ま
す
。
と
く
に
若
い
人
達
の
積
極

的
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

入
会
は
住
所
・
氏
名
・
職
業
・
年

齢
を
記
し
、
会
費
を
添
え
て
事
務
局

へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
年
間
会
費

は
学
生
会
員
１
千
円
、
普
通
会
員
は

５
千
円
、
維
持
会
員
は
１
万
円
、
賛

h
ttp
://so

p
h
iru
la.saku

ra.
n
e.jp
/w
fm
i/

kosh
om
ach
iru
ka@

yah
oo.

co.jp

世
界
連
邦
本
部
執
行
理
事
会
の
報
告
か
ら

　
　

    　
　
（
２
０
１
２
・
10
・
11  

平
口
哲
夫
理
事
長
）

ポ
ス
タ
ー
・
作
文
優
秀
者
の
表
彰
も

ポ
ス
タ
ー
・
作
文
優
秀
者
の
表
彰
も

ポ
ス
タ
ー
・
作
文
優
秀
者
の
表
彰
も


